
0'Neill劇 に お け る欲 求 と不 安

‐DesireUnderTheElmsの 場 合 一

山 本 裕 実

1

DesireUnderTheElmsは1924年11月11日,NewYorkのGreenwich.

Village劇 場 に於 て,RobertE.Jonesの 舞 台装置 でProvincetownplayers

劇 団 によ って初演 されたが,三 ケ月後 には,内 容 の不道徳 を問われ,一 時

上演 を禁 じ られた。その後,Bostonで は 同 じ理 由で上演禁 止,LosAnge・

lesで は俳優 たちが捕 え られ るな ど,様 々な問題 を引 きお こし てい る。 し

か しな が ら,DesireUnderTheElmsは 彼 の多 くの作 品の 中 で は最 も優

れた もの の一つ に数 え られ てい るの である。

それは,こ の作品 が彼 の作 品系列 の うち,思 想 的 にも作劇 法的 にも最 も

円熟 した時代 に書 かれた ものであ り,舞 台装置 と登 場人物 との関係 が見事

に調和 した作 品 と考 え られ るか らであろ う。

彼 の戯 曲は,そ の特質や傾向か ら,大 体,三 期 に分 けて考 え ら れ てい

る。AnnaCristie(1920),TheEmperorJones(1920),TheHairyApe

(1921),DesireUnderTheElms(1924)等 は,彼 の作家生活 に於 ける第

二期 に世 に紹介 された。

この時期 は彼 の最 も飛躍 した時期 で,第 一期 の作 品にみ ら れ る よ うな

romanticな 詩 情 はかげをひそめ,従 来 の写実主義的技法 に象 徴 的,表 現

主義的 な手法 を加 えるなど,数 多 くの新 しい試 みがな されてい る。

彼 がAmericaの0'Neillと も世界 の0'Neillと も云 われ るようにな っ

た のは,ま さにこの時期で あった。
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0'neill劇 に見 られる欲求 と不安

今 回の小 論では,作 者 の黄金時代 とも 云 える第二期 に 書 かれ たDesire

EZInderTheElmsを 取 りあげ,こ の作 品の舞 台装置 に重要 な役割 を してい

る楡 の木 や,演 技の行われ る家,と,そ れを囲んでいる石垣 な どの存在理

曲 を解 明 しなが ら,こ の作品 におV・て,従 来のrealism技 法 にsymbolism

が 如 何 に巧 みにお りこまれ ているかを考 えてみたい と思 う。

皿

この悲qDesireUndeTheElmsは19世 紀 後半 のNewEnglandの 農 夫

EphraimCabotと そ の家族 をめ ぐる物欲 と愛欲 との物 語 り であ る。75才

・のEphraimは50年 にわた る荒地開墾 の労苦のた めに 猫背 にな り,顔 付 き

は石 像 のよ うに無表情 になって しまっている。

彼 を今 日まで支 えてきたのは,屈 強 な肉体 と,偏 執的 とも思 われ る程 の

強 い信仰 であ った。

最初 の妻 は二人 の息子SimeonとPeterを 生 んで 死 に,二 度 目 の妻 は

息 子Ebenだ け を生ん で死んで しま ってv・る。上 の二人 の息子 たちは,老

人の頑 固 さ と,激 しv・仕事 に堪 え られず,折 しもgold-rushで,西 部 へ西

部 へ と人 々が金鉱発見 に憧 れて流れ て行 くのにつ られ,・Californiaに 自 由

を求 めて,家 出 して しま うのであ る。Ebenは 父親 が貯 めていた 金貨 を盗

み,手 切金 として兄 たちに与 えて しま う。

丁度 その頃,ニ ケ月 も家 を留守 に してU・たEphraimは,肉 感 的 な若v'

三 度 目の妻AlibiePutmanを 連 れ て戻 って来 るので ある。

残 った息子Ebenは 新 し く来 たまま母,Abbieを 極 度 の憎悪感でむ かえ

る。彼 は,父 カミ亡 き母 をこき使 い,過 労 に よって母 は死亡 し,父 が彼女 の

畑 を奪 った と思V・こみ,何 時 かは,そ れ を自分 の ものに しよ うと考 えてい

る。元来,そ の土地 は彼 の実母 の所 有で あ り,彼 の手 に返 え され るのが当

然 だ と思 ってい るので ある。故 に,彼 は亡 き母 への思慕 と,父 親 への嫌悪

,感とが交錯 す る 日々を送 ってい る。
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父親 の連れ て来た淫蕩 な後妻Abbieも 又,過 去 の生活 に疲 れ
,自 由と

平安 とを求 めて,親 子程 も年 の違 う老人 と結婚 し,こ の土 地 に や って来

た。抜 目のなU'Abbieは,Cabot家 の財産 を自分 の ものに したいた めに ,

老 人 をだま し,彼 の子 が生 まれそ うだ と伝 え る。そ して彼女 は 計 画 的に

Ebenを 誘 惑す る。彼女 を軽蔑 し,憎 み なが らもEbenはU・ つ しか彼女 の

誘惑 に負 け,次 第 にご二人 の関係 は,愛 欲へ と変化 してい く。

Abbieの 不 義 の子の誕 生 を,何 も知 らぬCabot老 人 は
,自 分 の後継者

が出来 た と大喜びす るが,や がて,そ れ がEbenと の 間に出来 た子 であ る

こ とがわ か り,激 怒す る。

Abbieは 保 身 のために,Ebenに 誘 惑 された と老 人に 告 白 し
,老 人は

Ebenに,AbbieがEbenに 近 づV・たのは財産 を手 に入 れ る手段 にす ぎな

か ったのだ と伝 え る。

Ebenは 失 望 と怒 りのあま り,家 を去 ろ うとす るが,そ の頃 にはす でに

Abbieの 心 の中 にはEbenに 対 す る真 の愛情が芽ばえ
,彼 の 心 を 引 き と

めておこ うとして,我 が子 を絞殺 して しま う。 その事実 を知 らされ,マ 度

は怒 ったEbenも,や がては自分 も彼女 を愛 していた事 に気付 き
,彼 女 を

逮捕 に来 た保安 官 に,自 分 も共犯 であると訴 え,共 に引かれて い く。 ここ

で二人 は真 実の愛 と生活 とに 目覚 めるのであ る。

皿

このよ うな財産争 い,近 親相姦,嬰 子殺 しな どの交錯す る人生 の醜悪 な

現実 の断面 に,作 者 は一体,何 を見 よ うとしたのであろ うか。

それ を解 明す るには,こ の作 品の悲劇 の中心 を どこに求 めるかによって

異 って くるので はあるま いか。そ して,そ れは楡 の木,石 垣 な どが何 を象、

徴す るか とい う問題 にも及ん で くるのである。

登場人物 のEphraim,Abbieそ してEberiは そ れぞれ の見かたによ ってr

中 心人物 とな り得 る要素 を持 ってお り,す でに様 々な説 が存在 してい る。
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0'neill劇 に見られる欲求 と不安

即 ちCabot老 人 を主人公 とす る説①Abbieを 主 人 公 と す る説②,そ して

Ebenを 主 人公 と考 え る説③ な どであ る。

Quinnの 主張 してv・るよ うに,こ め戯 曲の薹場人物 の 中で 最 も性格 描

写 が巧み になされ てい'るのはEphraimで あ り,他 の主 要人物 二人 に くら

べ ると,は るかに強烈 な印象 を我 々に与 えてい る。

次 に引用 す る台詞 に よって もCabotが 如 何 に こ の作 品 の中で印象的な

存 在 であるか理解 出来 よ う。

 Cabot  : Listen abbie. when I come here fifty odd years ago I 

was just twenty an' the strongest an' hardest ye ever  seen - ten 

 times as strong an' fifty times as hard as Eben. Waal this 

place was nothing but fields o' stones. Folks laughed when I tuk 

it. They couldnt know what I knowed. When ye kin make corn 

 sprott out o' stones, Gods' livin' in  yeu! They wa'n't strong enuf 

fur  that  ! They reckoned God was easy. They laughed. They 

don't laugh no more. Some died hereabouts. Some went West 

an' died. They're all under ground fur follerin' arter an 

easy God. God haint easy. And I growed hard. God's 

 hard, not  easy  ! Gods' in the  stones! Build my church on a roch 

 out o' stones an' I'll be in  them! That's what he meant 

Peter! Stones. I picked them up an' piled 'em into  walls. 

Ye kin read the years o' my life in them walls, every day  a 

hefted stone, climbin' over the hills up and down, fencin' in the 

fields that was mine, whar I'd made thin's grow out o' nothin' 

 like the will o' God' like the servant o' His hand. It wa'n't 

 easy. It was hard an' He made me hard fur it.  (Part  :  Scene 2)

.

以 下,淋 しくて,女 房 を二度 もらった こと,息 子 が三人出来た こと,'1息

子 た ちが 自分 に反抗す るこ と,ヒ神 様 めお告 げ をきいてAbbieを 見 つ けた
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ことな ど,数 ページにわた る長台詞 に彼 の全貌 が うかがえるのであ る。

しか し,性 格描写 が鮮 かで,強 い印象 を与 え られ るか らと云 う理 由で .

彼 をこの悲劇 の主人公 と決定す るのは,性 急す ぎるのでは なかろ うか。

B・H・ClarkはAbbieこ そ,主 人公 だ と主張 してv・る。 つま り,過 去 の,

い かがわ しい仕事か ら足 を洗 って ,親 子 ほども年差 のあ る老 人 と結婚す る。

彼女 は,何 がなんで も心 の平安,生 活 の安定 を求 めているのであ る。

自分 の老後 の安定 のために,不 義 の子 を生 むこ とす らい とわない。 この

ことによって 彼女 は,物 欲 と情欲 との 両面 の満足 を得 よ うとす る
。 しか

し,自 分 の仕 掛 けた落 し穴 には まって しま う。

この様 な展 開 をClarkはdramaticironyで あ るとしてい るが
,他 の二。

人 に くらべ ると影 の うす い存在 に思 え るのである。

最後 はEbenを 主 人公 とす る考 え方 である。父親 は,彼 に とって亡き・母

の畑 を奪 った敵 である。従 って,彼 はAbbieを 父親 か ら奪 うこ と に よっ

て,父 に亡 き母 の復讐 を試み る。Abbieと 父親 の間に子 供 が出 来 れば
,

当 然 自分 の所へ くる筈の財産 もそ ち らへ行 って しま うと考 えたのである。

ここで0'Neillは ギ リシャ悲劇 の母子相姦 を表現 主義 的な形式で画 き
.

そ の形式 は後 の作品DymanoやMourningBecomesElectraな どに も
.

そ の例 を見 るの であ る。

彼 は,兄 た ちにむかい

"1'mmaweveryd
ropdblood!"(PartI:Scene2)

"1'
mherherheir."

"Did
n'theslavemawt'death?"(同 上)

"ye'venoright!Sh
ewantyeurMaw!Itwasherfarm!Didn't

hestealitfromher?She'sdead,It'smyfarm ."(同 上)

と訴 え,自 分 の権利 を主張 してい る。

彼 は父 への憎悪 と亡 き母への思慕 の念 を忘れ ることがで きない でいる。

それ故 に,こ こでAbbieと 交 りを持 つ ことは,亡 き実母 に対 す るよ うな
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0'neill劇 に見られる欲求 と不安

心 の安 らぎを得 ると同時 に,父 親 に対 して亡母 の復讐 ができ ると彼 は考 え

るの である。

Abbieと 一夜 を共 にす る時,Ebenは,

"Iseeit!Iseeswhy . .It'shervengenceonhim.so's

shekinrestquietinhergrave!"

(PartII:Scene3)

ま た,夜 があけ ると,昨 夜 と変 った男 らしい顔付 きにな り,

"Maw'sgonebackt'hergrave .Shekinsleepnow"

(PartIIScene2)

と述 べ てU・るが,こ の様 な征服 感 に も 似 た 彼 のAbbieに 対 す る感 情

も,彼 女 に裏切 られた とわか った時 には,再 び,亡 き母への想 いにか られ

るのである。

しか し,彼 のAbbieに 対 する真 の愛情 は,彼 女 が保 安 官 に連 れ去 られ

よ うとす る瞬聞に 目ざめるのである。最後 の場面 で,二 人が保安官 に引き

たて られ,門 の前 まで くると丁度夜 が白み はじめる。

Ebenは 空 を指 して,

"Sun'sarizin'.Purty .hain'tit?"

(PartIII:Scene4)

と云 うとAbbieが,"Ay-eh"と 返 事 をし,暫 く,超 然 とした 態度 で見 と

れてい る。

物欲,愛 欲 の葛藤,そ してその後 に くる罪 の意識 へ の自覚,こ れ らは こ

の悲劇 を浄化 し,こ の作 品を本質的 に悲劇た らしめているのであろ う。従

って,こ の作 品の悲劇性 を考 えた場合,Ebenは 他 の二人 よりも重要 だ と

も云え る。

しか し,Ebenに 一 貫 し て流れ ているmothercomplexだ け を取 りあげ

て,主 題 とす るには戯 曲全体 の構成 上,V・ さ さ か 弱 い。 ま た,Ebenと

Abbieの 関 係 も,愛 欲,殺 人,浄 化 など主題 にす るにはふ さわしい ものが
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揃 ってはい るが,愛 の理念に まで は,た か まってお らず
,こ の二 人 だけで,

Ephraimの 存 在 な くしては ,こ の よ うな 悲劇 は起 りえなか っ た で あ ろ

う。故 にPlotと しては二人 のか らみは重 要であ るが ,Ebenの 側 にた って

考 えるな らば,彼 一人 では主題 を進展 させ るには,無 理 がある ように思え

る。

皿

0'Neillの 作品では舞台装置が非常に重要な意味を持ってお り,単 に,

その劇のために環境 を与えているのみならず,芝 居の進行を指示すること

す らあると云われている。

この作 品に も彼 はrealismと 表 現主義 的な手法 を巧みに と り入 れ
,こ の

悲劇 を一層効果 的に しているのである。

この作 品の主 人公 を云々する場合 ,登 場人物 の上 におおいかぶ さってい

る楡 の木や,家 を取 り囲んでいる石垣 を忘 れ るこ とは出来 ない
。

何故 な ら,す べ ての事件 は楡 の木 の下 で,石 垣 に囲 まれた家 の中で起 る

のであ り,楡 の木,石 垣 のせい でもあるか らだ
。

登 場人 物 たちは各人,各 様desireを 持 ってお り,そ れ らが達成 できなv・

が故 に・悲劇 が起 こるの であ る。云U・かえれ ば
,desireとU・ う抽 象的 な も

のが主人公 であ り,具 象化 された舞 台装置 の上 で登場人物 たちを欲 求不満

に させ てい るのではなかろ うか。

この悲劇 の舞 台構成上,最 も重要 な役割 をな している楡 の木は
,舞 台の

両脇にあ り,そ れ らは大 き くて,枝 が両側か らひ くく垂れ さが っていて
,

そ の下にあ る屋根 の上におおいかぶ さってい る。そ して ト書 には
,

Theyappeartoprotectandatthesametimesubdue .There

isasinistermaternityintheiraspect
,acrushing,jealousab-

sorption.Theyhavedevelopedfromtheirintimatecontactwith

thelifeofmaninthehouseanappallinghumanness .They
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0'neil1劇 に見 られ る欲 求 と不 安

broodoppressivelyoverthehouse.Theyare _likeexhausted

womenresingtheirsaggingbreastsandhandsandhaironits

roof,andwhenitrainstheirtearstrickledownmonotnously

androtontheshingles.

と く わ し く説 明 さ れ て い る 。

こ の よ う に 擬 人 化 さ れ た,楡 の 木 は,後 に 述 べ る石 垣 と共 に ,作 者 の 超

自 然 主 義 的 発 想 に 基 い て い る も の に 外 な ら ず,こ の 必 要 以 上 に くわ し く説

明 さ れ て い る楡 の 木 は 舞 台 装 置 上 の 添 景 的 な も の で な く,そ の 卞 に う ご め

く登 場 人 物 た ち の 人 間 的 な 欲 望 を 圧 迫 す る何 も の か の 象 徴 な の で あ ろ う と

考 え ら れ る 。 故 に こ の 二 本 の 楡 の 木 は,登 場 人 物 と 同 じ く,時 に は;彼 ら

以 上 に こ の 戯 曲 の 進 行 上,重 要 な 存 在 な の で あ る 。

AbbieとEbenが 始 め て お 互v・ の 生 を 意 識 す る 。 或 る 夏 の うだ る よ うな

午 後,彼 女 はEbenに 向 っ て,

"H
ain'tthesunstrongan'hot?Yekinfeelitburrin"

intotheearthNature‐makin'thin'sgrow'bigger'n'

biggerburnin'insideyemakin'yewantt'grow

intosomethin'elsetillye'rejivedwithitan'it's

your'nbutitownsye'tooan'makesyegrowbigger‐

likeatreelikethenelumsNature'llbeatye ,Eben.Ye

might'swellownupt'itfust'slast."(PartII:Scenel)

と 云 うが,こ の 揚 合 のAbbieに は 楡 の 木 の"acruhing,jealousabsorpt-

ion"を 感 じ さ せ る 。AbibeとEbenが 彼 の 亡 き母 の 居 間 で 一 夜 を 共 に 過

す 時 に は 楡 の 木 は,母 の 亡 霊 の 如 く"sinistermaternity"の 様 相 を 呈 し て

く る の で あ る 。

と の よ う な 不 気 味 な 母 親 気 質 や 専 有 欲 に 似 た 雰 囲 気 と 相 ま っ て
,Cabot

:老 人 が,

"Eventhemusi
ccantdriveitoutsomethin'!Yekinfeel
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itdroppin'offtheelums,climbin'uptheroof,sneakin'down

thechimmey,pokin'inthecorners!They'rsnopeaceinhouses,

they'sno .restlivin'withfolks.Somethin'salwayslivin'with

ye."(partIII:Scene1)

とつ ぶやき,納 屋 へ家 畜 とね るためにでかけ る時には,楡 の木 は両手,

髪 の毛,胸 のあた りをだ ら りと屋根 の上 に垂 れ さげてい る疲 れた女の よ ケ

に不気味 な存在 になるのである。

彼 は,妻,土 地,財 産 を所 有す ることで孤独感 か ら逃れ よ うとdesireナ

るが,EbenとAbbieが 逮 捕 された為,一 人農 揚に残 ることに な り,彼 の

孤独感 か ら解消 されたv・と云 うdesireは 充 たされ なU・。

Ebenも 母 の亡霊 の と りこにな って,彼 女 の所有 であ っ た 農場 を父 か

ら取 り戻 そ うとdesireす る が,不 成功 に終 る。

Abbieも,自 由を,平 安 をdesireし て ・やって来 たが,自 ら罠 にかか っ・

て挫折 して しま う。

彼 等の悲劇 は,楡 の木 によって象徴 され る何かわ けのわか らぬ ものに振

りまわ されて,そ の誰れ もがdesireを 達 成 できず,欲 求不満 の状 態 にお か

れ ている と云 う点にある。

ElmはHebrewで はstrongtreeと 云 う意 味で,旧 約聖書 にはoakと

も訳 され,し ば しば登 場 して くる。故 に,三 人の登 場 人 物 た ちのdesireI

を,上 か らお さえつけ,そ の どれを も達成 させ るこ とを許 さない程のカ,

厳 しさを象徴 す るには,他 の どの木 よ りもElmで な けれ ば な らなか った

のであろ う。

舞 台両側 に立 ってい る楡 の木が,上 か ら彼 らのdesireを お しつぶそ う

としてU・るのな らば,石 垣は,そ れ らdesireを 取 り囲んで中 へ と じこめ・

てお こ うとしてい ると考え られ る。

TheSouthendofthehousefacesfronttoastonewallwith

awoodengateatcenteropeningonacountryroad.
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と,卜 書 に記 るされてあ るが,こ の 石 垣 はPartII:Scene2に 於 け る

Cabotの 長 台詞で述 べ てv・る如 く,彼 の50年 にわた るhardshipの 象 徴 と

して存在 している。

Cabotは 荒 地の中に神 を見k・だ し,そ の石 ころを積 みあげ,石 垣 をつ く

るこ とに生涯 をか け,息 子たち,亡 った二 人の妻 たちを もその作業 に参加

させ たのであ った。

当時のNewEnglandの 頑 固 なFundamentalistが 信 仰す る神 は,旧 約

の世界 の神,Jehovahで あ り,そ の神は石垣 によって も象徴 されてv'る の

である。

息子た ちの父親 に対す る嫌悪感 はそ のまま石垣 に も通 じ,そ れ はまた,

Jehovahに も通 じるのである。

Peterの 台詞,

"Hereit'sstonesatopo'thegroundstonesatopo'

stonesmakin'stonewallsyearEbenmakin'stone

wallsfurhimtofencesusin.!

また,Ebenの 台詞

"An"makin'wallstillyerheart'sastoneyeheftupouto'the

wayo'growthontoastonewallt'-wallinyerheart!"

な どの中 に,彼 らの父親 に対す る呪咀や反抗 の精 神が うかがえるので あ

る。

兄 たち のこの叫び は,作 者 の封建的 で,偏 狭 なpuritanismの 生 活 観 に

対す る反抗 で もあ り,ironyで もある と考 え られ る。

DesireUnderTheElmsに は聖書 のallusionが 多 くみ られ る。 先づ,

登 場人物 た ちの名前 がそ うであるが,こ れ らSimeon,PeterやEphraim

な どの名前 の持 つ意味 が実際 の彼 らの行動 と相反 してい る点 に も作者 の意

図が うかがえ,・非 常 に興 味深い。

聖書 か らの引用 が台詞 の中に八 ケ所 もあるが,19世 紀 半 ばのNewEng-
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Landに 於 ては 日常生活 の中 に,目 常会話の中に,宗 教 の,そ して,聖 書 の

占 める範囲 が非常 に大 であった と考 えれ ば うなづ けるのである。 しか し,

登 場人物た ちの思想,行 動,芝 居 のPlotの 進 展な どを考えて み る と,こ

の よ うなBibleの 扱V・方 に も石垣 と同様,彼 のpuritanismに 対 す るirony

が うかがえ るので ある。

N

三 部 十 二 場 を 通 し て,舞 台 装 置 は 変 化 し な い 。 つ ま り,舞 台 両 側 の 楡 の

木,前 面 の 上 手 か ら下 手 に 舞 台 を横 切 っ て い る 石 垣,そ の 横 と縦 の 線 で が

っ ち り と取 り囲 ま れ てU・ る 中 央 にCabot家 が 建 っ てV・ る 。

二 階 の 老 人 と,兄 弟 た ち の 寝 室,階 下 の 客 間 と 台 所 が 各 場 の 必 要 に 応 じ

て,そ の 中 の ・一室,又 は 二 室,或 い は 屋 外 が 使 用 さ れ る。

卜書 に は,

Theendwallfacingushastwowindowsinitsupperstory,

twolargeronesonthefloorsbelow.Thetwoupperarethoseof

thefather'sbedroomandthatofthebrothers.Ontheleft,

groundfloor,isthekitchen‐ontheright,theparlar,the

shadesofwhicharealwaydrawndown.

と あ る が,0'Neillのco-managerで あ っ た,RobertE.Jonesは,階

上,階 下 の 四 室 を 同 時 に 観 客 に 見 え る よ う に 組 立 て,内 部 で の 演 技,殊 に

心 理 的 な 動 き な ど が 一 目 で わ か る よ う に した 。 こ の 画 期 的 な 実 験 は,芝 居

を よ り一 層 効 果 的 に した の で あ る 。

V

DesireUnderTheElmsに は,梗 概 だけを知 るな らば,喧 嘩 あ り,財 産

争い あ り,義 理 の間 とは云 え,母 子相姦や嬰子殺 しと低俗 な,ど たばた芝

居 に用 い られ易い素材 が多 く含 まれている。
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O'neill劇に見られる欲求と不安

しかし,0'Neillはdesireと 云 う抽象的な問題に,写 実性 と象徴性 とを

巧みにからませてこれら安易に考えられがちな素材 を美 しい劇揚詩 に創 り

上げている。

このStoryの 背景になってv・る時代,各 場の時間的な設定及び登場人物

たちの相互関係(こ の相互関係にはギ リシャ悲劇的な要素 とFreudの 心理

分析 との融合がみ られる)な どの象徴が,舞 台上に設置されている写実的

な楡の木,実 物で造 られた石垣などの もつ重要な意味 と巧みに調和 されて

いる。,

この事実は彼が優れた劇作家であった と共に優れた舞台人でもあったこと

を明白に示 しているのである。
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